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概要

�このフレームワークは、 OSGi 、
Springをベースとしたイベント駆動型
の汎用的なフレームワークである。
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WOOS フレームワーク

アーキテクチャ概要図

Tomcat 6.0 / Jetty 1.0(OSGiTomcat 6.0 / Jetty 1.0(OSGiTomcat 6.0 / Jetty 1.0(OSGiTomcat 6.0 / Jetty 1.0(OSGi版版版版) / ) / ) / ) / 他他他他
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クライアント
通信用Bundleに
よって、クライアン
ト・サーバが決定し

ます。

サーバ
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特徴１

現行現行現行現行システムシステムシステムシステム(稼働中稼働中稼働中稼働中)

�Bundleの動的な追加・削除が可能
機能の追加、変更を行う場合は全システムの停止が必要でしたが、

OSGiの機能によりBundleの動的な入れ替えを行うことが可能です。

機能機能機能機能D
Bundle

機能機能機能機能B
Bundle

機能機能機能機能C
Bundle

機能機能機能機能A
Bundle

機能追加は
Bundle

を追加すれば
OK

不要な場合は、
Bundleを
外すのみ

システムシステムシステムシステムのののの停止停止停止停止
はははは不要不要不要不要

削除削除削除削除

追加追加追加追加
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ControlControlControlControl処理処理処理処理

特徴２

�処理の組み立てが容易
全ての処理フローの定義をExcelファイルに行うだけで、

処理フローを組み立てることができます。

①Excelに
処理フローを
記入

②ツールによ
りxmlファイ
ルを自動生
成

処理処理処理処理１１１１

処理処理処理処理２２２２

処理処理処理処理３３３３

Xmlファイルファイルファイルファイルへへへへ変換変換変換変換

Xmlファイルファイルファイルファイルからからからから解析解析解析解析

③xmlファイルからイベ
ントを解析し、処理の実
行
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特徴３

�開発・テストの品質が向上
OSGi、Springの機能によりモジュールの独立性が増す為、

テスタビリティの向上、及び品質の向上につながります。

更にシステムの再利用が可能になりますので、コストコストコストコスト削減削減削減削減につながります。

モジュール
B

既存のテスト対象

Bundle

A

Bundle

B

Bundle

A

Bundle

B

WOOSのテスト対象

モジュール
A

モジュール
B

モジュール
A

一部モジュール
同士密結合さ
れている。

Aのののの
仕様変更仕様変更仕様変更仕様変更

２つのモジュー
ルに影響がある
為、ほぼ全て再
テスト。

2つのBundleは
インタフェースの
みの疎結合に
なっている。

BundleA+インタ
フェース部のみ
再テストを行う。



Copyright(C) 2005-2009 ICCE Soft Co；Ltd All Rights Reserved.Page 7

特徴４

�ファイルのトランザクション管理が可能
DBと同様にファイルも業務処理単位で自動的にトランザクションの一元管理が

可能な為、障害発生時の復旧が容易になります。

XXXDBデータ抽出XXXDBデータ抽出

ファイルに出力ファイルに出力

トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション開始開始開始開始
トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション開始開始開始開始

トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション終了終了終了終了
トランザクショントランザクショントランザクショントランザクション終了終了終了終了

コミットコミットコミットコミット処理処理処理処理 ロールバックロールバックロールバックロールバック処理処理処理処理

正常正常正常正常 異常異常異常異常

業務処理開始時
にファイルロック
処理を行う。

業務処理終了時に
ファイルアンロック
処理を行う。


